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  3 月 10 日（火）に今年度最後の

校長講話の時間を頂きました。 

「私は誰でしょう 苦手や困っ

たことにであった時」と題して事

前にインタビューした 3 名の子

どもの回答をクイズ形式で紹介

しました。  

 苦手や困ったことにであった時 

1 人目 てつだってほしい 

2 人目 じぶんでいうのは、はずかしい 

3 人目 こまっていたら、そのようすを見ていたともだちにお

しえてもらった。うれしかった。 

 私は誰でしょうと言い

ながら、誰かをあてるこ

とが目的ではありません。

だれもが苦手や困ったこ

とにであうけど、その時

にどんな行動をとるのか

を自分はどんなタイプな

のかを知っておくことが大事だと思っています。みんなに挙手

してもらうと、①の子もいるし、②の子もいました。自分のこと

がよく分かっている証拠です。③のように気持ちが伝えられれ
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ばいいのですが、そうばかりで

きないのも人の心の内だと思

います。 

 そこで、『じぶんをできる子

にする』ためには、「自分の苦手

やよく不安になる時を友だち

に知らせておくことだよ」と話

して、近くの子に自分の苦手を

伝え合う時間をとりました。正

直、本当の気持ちを伝えるのは

勇気のいることです。話し合い

はできるかなと思っていまし

たが、どの学年も自分の苦手を

伝えて、「こんなことを手伝っ

てほしい」や「こんな気持ちで

いるから見守っていてほしい」

と伝え合っていました。 

 この話し合いの前には、先生

方にも協力頂いて、先生の苦手

なことや不安なことをみんなに

話してもらいました。「みんなに

絵を描いてと頼まれるけど、実

は苦手で前の日に一生懸命練習



していること」「片付けが苦手で、一緒にいる○○先生や子ども

たちがよく整理整頓を手伝ってくれている」と自分を紹介して

くれたのも子どもたちが自分も伝えてみようと思ったきっかけ

になったかもしれません。 

 最初にインタビューで紹介した 3 人目の子は高学年なのです

が、「困っていたら、助けてと言う前に、困っているんやったら

教えよか」と周りの子が助けてくれた話をしてくれました。 

私は、子どもたち一人ひとりには我々大人以上にやさしく温

かな心があり、助け合うのは当然と思っていると感じています。

ただ、トラブルになったり、行き違いが起こったりするのは、相

手のことを知らないだけなのではないでしょうか。 

4 月になって新学期、それぞれが自己紹介する際に、好きや得

意なものだけでなく、苦手や不安なことを伝え合えたなら、より

よい自分・よりよいクラス・よりよい学校になると考えていま

す。 

 

 

 

 

 

 


